
背景因子

身体構造（s100～s899）
第１章 神経系の構造
第２章 目・耳および関連部位の構造
第３章 音声と発話に関わる構造
第４章 心血管系・血液系・呼吸器系の構造
第５章 消化器系・代謝系・内分泌系に関連した構造
第６章 尿路性器系および生殖系に関連した構造
第７章 運動に関連した構造
第８章 皮膚および関連部位の機能

活動・参加（d110～d999）
第１章 学習と知識の応用
第２章 一般的な課題と要求
第３章 コミュニケーション
第４章 運動・移動
第５章 セルフケア
第６章 家庭生活
第７章 対人関係
第８章 主要な生活領域

第９章 コミュニティライフ・社会生活・
市民生活

s----._ _ _
構造障害の部位（第３評価点）

構造障害の程度（第１評価点）
構造障害の性質（第２評価点）

心身機能（b110～b899）
第１章 精神機能
第２章 感覚機能と痛み
第３章 音声と発話の機能
第４章 心血管系・血液系・免疫系・呼吸器系の機能
第５章 消化器系・代謝系・内分泌系の機能
第６章 尿路・性・生殖の機能
第７章 神経筋骨格と運動に関連する機能
第８章 皮膚および関連する構造の機能

b----._
機能障害の程度（第１評価点）

生活機能と障害心身機能・
身体構造

活動 参加

健康状態
（変調または病気）

個人因子環境因子

d----._ _ _ 
※コードdは、活動（a）、参加（p）に使い分ける場合がある

出典：世界保健機関『国際生活機能分類―国際障害分類改定版―』より作成

環境因子（e110～e599）
第１章 製品と用具
第２章 自然環境と人間がもたらした環境変化
第３章 支援と関係
第４章 態度
第５章 サービス・制度・政策

阻害因子：e----._
促進因子：e----+_

ICFの概念図とコードの概要

実行状況の評価点（第１評価点）
能力（支援なし）の評価点（第２評価点）
能力（支援あり）の評価点（第３評価点）

参考資料３


